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　京都市内では「子ども食堂」や「学習支

援」、食品を無料で提供する「フードパン

トリー」等の取り組みによる子どもの支

援の輪が地域社会で広がっています。京

都市の社会福祉協議会は、子どもたちが

安心して暮らし、地域とつながりのある

福祉のまちづくりを進めています。

 2 特集　  子どもが安心して暮らせる
地域社会

 4  各部署の取組を紹介
 12 決算報告・事業計画

私たちはコロナに負けない！　今こそ、つながろう。

共に生きる福祉のまち「京都」の実現社会福祉法人 京都市社会福祉協議会
人に優しく、災害に強い、信頼の絆で結ばれたコミュニティづくり



　
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
る
中
で
、外
出
自
粛
に
よ
る
地
域
社
会
か
ら
の
孤
立
な
ど
、

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
本
会
で
は
、
京
都
市
内
の
子
ど
も
食
堂
、
学
習
支
援
な
ど
の
子
ど
も
の
居
場
所
を

応
援
し
て
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

特  

集子
こ

どもが安
あん

心
しん

して
暮

く

らせる地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かいコロナに

負けな
い

コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、広
が
り
増
え
る

「
あ
た
ら
し
い
支
援
の
カ
タ
チ
」

居
場
所
は

「
子
ど
も
に
と
っ
て
よ
い
こ
と
」を

一
緒
に
考
え
る
場

活
動
者
を
中
心
に
広
が
る
支
援
の
輪

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
学
校
の
休
校
や

行
事
の
中
止
、
親
の
経
済
状
況
の
変
化
な
ど
、

子
ど
も
の
暮
ら
し
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
し
た
。

　
子
ど
も
食
堂
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
へ
の
不

安
や
戸
惑
い
が
大
き
い
中
、
居
場
所
団
体
に
よ

　

子
ど
も
も
親
も
コ
ロ
ナ
に
苦
し
ん
で
い
ま

す
。「
頑
張
っ
て
い
る
け
ど
も
う
限
界
」「
家
に

い
る
の
が
本
当
に
し
ん
ど
い
」
と
い
う
子
ど
も

の
声
、
一
方
で
「
心
の
余
裕
が
な
く
、
イ
ラ
イ

ラ
し
て
子
ど
も
に
怒
鳴
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う

親
の
声
。

　
社
会
や
環
境
の
要
因
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
こ

と
で
も
、
困
っ
て
い
る
当
事
者
自
身
は
、
知
ら

な
い
人
に
「
助
け
て
」
と
は
言
い
づ
ら
い
風
潮

　
京
都
市
社
協
と
11
の
区
社
協
で
は
、
昨
年
度

か
ら
子
ど
も
の
居
場
所
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
情

報
交
換
会
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

る
自
主
的
な
弁

当
配
布
や
屋
外

で
の
開
催
な

ど
、
あ
た
ら
し

い
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
の

あ
り
方
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
９
（
令
和
元
）
年
当
時
は
市
内
78
カ

所
だ
っ
た
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
子
ど
も
の
居
場

所
は
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
の
７
月
現
在

で
は
、
１
０
７
カ
所
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
10
月
の
調
査
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
な
が
ら
も
約
６
割
が
活

動
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
つ
な
が
り
続
け

る
！
」「
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
や
る
！
」

と
い
う
活
動
者
の
想
い
に
応
え
た
地
域
や
企
業

が
助
っ
人
と
な
り
、
食
品
の
寄
贈
や
寄
付
・
助

成
金
に
よ
る
応
援
が
後
押
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

に
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
子
ど
も
の
声
を
聴
き
、

子
ど
も
と
大
人
の
関
係
づ
く
り
を
は
じ
め
や
す

い
場
が
、
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
地
域
の
中
に
あ

る
居
場
所
で
す
。

　
そ
ん
な
地
域
の
子
ど
も
の
居
場
所
は
、
参
加

者
の
声
を
受
け
と
め
、「
子
ど
も
に
と
っ
て
よ

い
こ
と
」
を
み
ん
な
で
考
え
る
大
切
な
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　活動中の方、子どもの居場所に行っ
てみたい方、応援したい方をサポート
する事業を昨年度から開始しました。
活動者のインタビューや交流会の様
子、寄付・助成金情報などにアクセス
できます。まずは一度、ホームページ
をのぞいてみてください。
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子どもの居場所　箇所数

子どもの居場所づくり
「支援の輪」サポート事業
（京都市委託事業）

西京区内の子ども食堂情報交換会の様子

子どもの
居場所づくり
「支援の輪」
サポート事業

立ち上げや
運営を
サポート

ネットワーク
づくり

気づきの
窓口

啓発活動

必要な
情報提供・
発信

子どもの居場所が
「気づき、つなぎ、支える」場へ

コロナ禍で見えてきた子ども食堂の力
講 師   湯浅　誠 氏（NPO法人全国こども食堂支援センター・むすびえ 理事長）
日 時   令和３年９月20日（月・祝） 13時～16時30分
会 場     ①ひと・まち交流館 京都　大会議室 

②オンライン会議ZOOM
※当日は講演会と合わせて、感染症対策の学習会もおこないます。

誰でもアクセス、今からつながる！

▼詳細＆
　申し込みは

講演会のお知らせ

　
「
来
て
く
れ
る
人
が
ホ
ッ
と
す
る
心
地
良
い

居
場
所
で
あ
り
た
い
」「
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

を
笑
顔
に
し
た
い
」「
学
校
と
の
つ
な
が
り
を

大
事
に
し
た
い
」「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
、

あ
ら
た
め
て
地
域
と
つ
な
が
り
を
深
め
る
大
切

さ
を
感
じ
た
」
と
い
っ
た
活
動
者
の
声
、「
広

報
に
協
力
し
た
い
」「
場
所
の
提
供
が
可
能
」

と
い
っ
た
関
係
機
関
や
行
政
な
ど
の
参
加
者
の

声
が
交
わ
り
合
い
、
子
ど
も
の
居
場
所
の
拡
充

を
目
指
し
た
活
発
な
意
見
交
換
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
情
報
交
換
会
が
、
子
ど
も
を
中
心
と
し

て
、
地
域
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
集
う
つ
な

が
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
大
切
な
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。

▲ホームページ
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各部署の取組を紹介します

認知症である私が、認知症とともに生きる。

認知症ではない私が、認知症の人とともに生きる。

両方、ともに主語は「私」で、つまりは他人事ではなく

私事として考えることです。

「共生」＝共に生きる

選定会議

支援会議

予備調査

寄り添い支援

　地域あんしん支援員は、いわゆる「社会的孤立」等の状態にあり、福
祉的な支援が必要であるにもかかわらず既存制度や地域だけでは対応が
難しい福祉的課題を抱える人に、寄り添いながら、行政等の関係機関、
地域との連携の下、その人に必要な福祉的支援につなげるなど、誰もが
安心して地域生活を送れるよう日々活動しています。

ひとり暮らしの認知症高齢者。家にはごみが堆積。介護保
険サービスの利用を勧めても拒否をする。

本人（10代後半・女性）と障害のある母と弟の３人世帯。
母が福祉サービスの利用を拒否しているため、本人は母の
見守り等が必要で、長時間の外出ができなかった。

▶ 本人の困りごとを丁寧に聴くことにより、信頼関係
を深めた。クーラーを設置することになったことが
きっかけとなり、一緒にごみ出しができた。その後、
ボランティアによる入浴サービスの利用にもつながった。

▶ 本人と共に母・弟に繰り返し丁寧に制度説明を行
い、サービス利用手続も支援し福祉サービス利用
の理解を得られた。母・弟がヘルパーや通所等の
福祉サービスを利用するようになったことで、本
人は、母のサービス利用時間を活用して、自分の
ために外出できるようになった。

・ 行政・関係機関と共に支
援対象者を選定

・ 関係機関・地域から支援
対象者を取り巻く情報を
収集

・ 予備調査の内容を踏ま
え、行政・関係機関と共
に支援方針を決定・変更

・ 支援方針に基づき、地域
あんしん支援員が関係機
関・地域と連携し寄り添
い支援を開始

・ 概ね６ヵ月に１回、支援
の進捗を確認し、必要に
応じて支援方針を見直し

世帯ごとに課題（複数の場合あり）を設定し、その課題に取組んでいます。
①ごみ堆積…  不要物品が堆積しており、生活に支障をきたしている。不衛生な

環境にある。
②利用拒否…必要な医療や介護、福祉サービス等の利用を拒否している。
③孤　　立…周囲に支援者や見守りがない。
④就　　労…  能力に応じた就労ができていない（無職、転職（増収）が必要、役割

が持てる居場所がない）。
⑤困　　窮…  十分な収入がない（要保護等）、負債が家計を圧迫している、やりく

りができない等。
⑥そ の 他…ライフライン途絶、転居の必要性など上記に当てはまらないもの。

令和２年度　支援状況　支援世帯の課題改善状況

〈〈  支援のすすめ方  〉〉

定期支援会議

改 善 事 例 1

改 善 事 例 2
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①ごみ堆積 ④就労③孤立 ⑤困窮 ⑥その他②利用拒否

支援前
年度末

（件） 127 127
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4242 434351
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24
35

課題数

概ね６割
の課題を
改善

地域あんしん
支援員とは

支援員からのひとこと
　私たち地域あんしん支援員は、既存の制度や
地域の支援だけでは困りごとの解決が難しい方
に、寄り添いながら支援し、支援機関や地域の
皆さんとのかけ橋となり、誰もが安心して暮らし
ていける地域づくりを目指して活動しています！

長寿
すこやか
センター

ちょうじゅ 「認
に ん ち し ょ う

知症サポーター活
か つ ど う そ く し ん

動促進コーディネーター」
が配

は い ち

置されました
－京

き ょ う と し に ん ち し ょ う

都市認知症サポーター活
か つ ど う そ く し ん じ ぎ ょ う

動促進事業－

　認知症の本人・家族が住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けられるよう、認知症の本人・家族と「認知
症サポーター」を結びつける「コーディネーター」が、新たに長寿すこやかセンターに配置されました。
今後は、地域支え合い活動創出コーディネーターと連携し、具体的な仕組みづくりに取り組んでいきます。

本人の思いを聞く
「おれんじサロン ひと・まち」で、

上京区で暮らす認知症の人の

『地域の一員として、地域と関わ

り続けたい』との思いを聞いた… 

「支える側」「支えられる側」と

いう境界線をこえた『ともに

考え活動する』“with”の取組

が始まっています。 

 

チーム上京！

「地
ち い き

域の中
な か

で困
こ ん な ん

難を抱
か か

えながら孤
こ り つ

立している人
ひ と

」に
「地

ち い き

域あんしん支
し え ん い ん

援員」が寄
よ

り添
そ

い支
し え ん

援の手
て

を
生活

支援部

せい かつ

し　えん　ぶ
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各部署の取組を紹介します

研修“もっと”助けられ上手と助け上手の人になる
　　　 ～災害時も命を守りつなぐ優しいまち～
10月10日（日）　13：30～16：30
ひと・まち交流館 京都３階　第４・５会議室
災害時の障がいのある人の困りごとを通して、もっと誰もが住みよいまちづくりのために、
地域でできることは？いっしょに考えましょう！前半の講義のみZoom参加ができます。
京都市福祉ボランティアセンター・京都市災害ボランティアセンター

福祉
ボランティア
センター

ふくし

災さ
い
が
い害

に
備そ

な

え
て

　
災さ

い
が
い害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
取と

り
く
み組

　
災
害
が
発
生
し
た
際
、
被
災
者
へ
の
き
め
細
や
か
な
支
援
や
、
被
災
地
の
迅
速
な
復

旧
・
復
興
の
た
め
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
効
果
的
に
展
開
す
る
た
め
に
、市・区
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
時
か
ら
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
や
活
動
の
啓
発
、
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
訓
練
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

各区ボランティアセンター（区社会福祉協議会）では

働きたいが、人と関わることに不安があるAさんの場合

京都市福祉ボランティアセンターでは

京都市災害ボランティアセンター
京都市・京都市社会福祉協議会・きょうとＮＰＯセンターが共同で
運営しています。

▲ 防災訓練時に、市民に災害ボランティアセンターの説明（北区・西京区）

▲ 災害ボランティアセンター設置候補地に機材を配置して、運営の課題を検討（山科区）▲ スマホでボランティア登録

▲ コロナ禍の災害を想定して

▲HP

▼申込フォーム

▼申込フォーム

１時間からできる
清掃や簡単な作業
を行う福祉の仕事
体験もありますよ

いきなり長時間の仕事は
無理だと思う…
話をするのも苦手やし…

利用者さんとも
笑顔でお話されていると
聞きましたよ
表情も柔らかくなり
ましたね

　ちょっと
　周りの人と
　話せるように
なってきたかな…

Aさんは、どんな仕事を
してみたいですか？
希望はありますか？

わからない…
今まで
やったこと
ないし…

　今、地域には、悩みや苦しみを抱えたり、生きづらさを感じながらひきこもり状態にある方、そのご家族がおられます。
　本会の取組の一つを事例をもとに説明します。

「よりそい・つなぐ」相談窓口（市社協受託事業） …思いを聞き取り一緒に整理
・ 就職活動に失敗しひきこもっている40代の息子（Aさん）を持つ母から電話相談。
・Aさんの今の生活状況、ひきこもった経過など聞き取り。
　※ 情報提供、支援者、支援機関を紹介して終了することもあります。
・  人からどう見られるか気になり、外出できないＡさんと手紙でのやり取りを行う。
・ お誘いしたところ、親子で来所いただくことに。
・ 数回の面談を経て「ずっとこのままではいけない。働きたいけれど人と関わることに
不安がある」というAさんの思いを確認。

支援調整会議（区役所・支所保健福祉センター開催）
・   相談窓口からのAさんの情報を基に保健福祉センターが
「支援調整会議」を開催。
・ よりそい支援員が伴走し、Ａさんに合った社会参加、
働き方を目指していくことに。

相談の入口

支援の方針決定

小さな変化を一緒に感じる

「自分に何ができるかわからない」、
「自信がない」などの本人の気持ちを
面談を通して整理していきます

何よりも本人のペース・思いを尊重
して支援を考えていきます

小さな変化に気づいて、その変化を
本人と共有していきます

Aさんは就労体験を継続しておられます。Ａさんのように就労に向けてだけでなく、外に
出ることに不安がある方には一緒に出かけるなど社会経験を積み重ねる支援をしています。

思いや不安の聞き取り1 本人のペースを大切に2 3

伴走による支援

TEL：075-354-8728  FAX：075-354-8727  メール：offi  ce@ksvc.jp

申込フォーム・メール等でお申込みください。
①講座名　②会場参加かZoom参加か　③氏名　④所属（あれば）
⑤連絡のつく電話番号　⑥メールアドレス

申込みは
こちら

ひきこもり支
し え ん

援
本
ほ ん に ん

人と家
か ぞ く

族の思
お も

いを聴
き

き、京
き ょ う と し

都市や関
か ん け い き か ん

係機関と進
す す

める取
と り く み

組
ひきこもり

支援部
し　えん　ぶ

講座名

講座名

日　時

日　時

場　所

場　所

内　容

内　容

主　催

主　催

災害ボランティア入門講座
９月12日（日）　10：00～16：30
ひと・まち交流館 京都３階　第４・５会議室
コロナ禍の災害ボランティアセンターの運営は？災害ボランティアに
行った時、どんな配慮が必要？災害ボランティアで役立ちたい！と考え
ている方はぜひ！前半の講義のみZoom参加ができます。
京都市災害ボランティアセンター

▼あなたの力を求めています！

▼地域で、団体で、いざという時を考える！

よりそい支援員による支援（市社協受託事業） 
…本人のペースを大切にしながら支援を行う
　※ ケースによっては自宅に訪問したり、手紙を送ったり、外出同行を行っています。

7 6



各部署の取組を紹介します

075-255-0883申込受付後、折り返し弁護士が申込者へお電話します。

まずはお電話を！！

075-255-4990

無

料で手軽な

電話
法律相談

遺言書作成や相続でお困りの方へ

遺言・相続センター
相談料 無料（1回20分）
受　付 平日（月～金）午後1時～3時30分

　
今
年
１
月
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
第
三
波
が
拡
大
し

た
時
期
に
菊
浜
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

に
お
い
て
関
係
者
の
陽
性
が
判
明

し
、
残
念
な
が
ら
二
次
感
染
が
発

生
し
ま
し
た
。
京
都
市
の
指
示
の

も
と
２
月
下
旬
ま
で
続
い
た
入
退

所
停
止
期
間
に
は
、
施
設
に
残
ら

れ
た
ご
利
用
者
が
安
心
、
安
全
に

過
ご
せ
る
よ
う
、
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
マ
ス
ク
は
も
と
よ
り
、

常
に
防
護
服
に
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
、
手
袋
を
装
着
す
る
完
全
防
護

の
対
策
で
感
染
拡
大
防
止
に
努
め

る
と
と
も
に
、
ご
利
用
者
に
は
大

　

京
都
市
で
は
毎
月
16
日
を

「
D
O 

Y
O
U 

K
Y
O
T
O
？

デ
ー
（
環
境
に
良
い
こ
と
を
す
る

日
）」
と
し
て
い
ま
す
。
本
会

は
、
社
会
福
祉
活
動
に
お
け
る
環

境
の
負
荷
を
減
ら
す
た
め
、

K
E
S
（
京
都
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
）
を
推
進
し
て
い
ま

す
が
、
児
童
館
で
は
以
前
か
ら
エ

コ
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、「
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
と
連
携
し
、
ゲ
ー
ム
や

ク
イ
ズ
、
施
設
見
学
や
工
作
、
学

童
ク
ラ
ブ
の
お
や
つ
の
ゴ
ミ
の
分

別
な
ど
、
楽
し
み
な
が
ら
エ
コ
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
身
近
な
資
源
（
古
着
・

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
・
天
ぷ
ら
油
な

ど
）
の
回
収
拠
点
と
な
っ
て
い
る

館
で
は
、
子
育
て
世
代
以
外
の
地

域
住
民
に
も
児
童
館
を
知
っ
て
も

ら
い
、
足
を
運
ん
で
も
ら
う
き
っ

か
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
子
ど
も
た
ち
が
近
隣
の
公
園

の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
館
で

は
、
活
動
を
通
し
て
地
域
と
の
つ

な
が
り
作
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
春
日
野
児
童

館
の
隣
に
あ
る
公
園
で
は
、
毎
月

菊
き く

浜
は ま

ショートステイの感
か ん せ ん よ ぼ う

染予防・
 感

か ん せ ん か く だ い ぼ う し た い さ く

染拡大防止対策の取
と り く み

組について児
じ ど う か ん

童館のエコ活
か つ ど う

動を紹
し ょ う か い

介します！
介護保険

事業部

かい　ご 　 ほ　けん

じ　ぎょう　ぶ

変
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
し
た

が
、
可
能
な
限
り
、
居
室
で
過
ご

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ご
利
用
者
の
退
所
を

待
た
れ
て
い
た
ご
家
族
に
多
大
な

ご
心
配
を
お
掛
け
す
る
と
と
も

に
、
利
用
を
予
定
さ
れ
て
い
た
ご

利
用
者
、
ご
家
族
に
も
ご
負
担
を

お
掛
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
入
所
の
受
入
再
開
後
は
、
こ
れ

ま
で
に
も
増
し
て
、
ご
利
用
者
や

職
員
の
体
調
管
理
、
消
毒
の
徹
底

に
努
め
、
感
染
予
防
の
た
め
の
ア

ク
リ
ル
板
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の

児童館

事業部

　じ　どう　かん

じ　ぎょう　ぶ

第
一
水
曜
に
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ

の
方
が
清
掃
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
活
動
を
知
り
、「
普
段

利
用
し
て
い
る
公
園
を
き
れ
い
に

し
た
い
」
と
、
子
ど
も
た
ち
も
月

に
一
度
の
清
掃
活
動
を
行
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
地
域
の
活
動
は
毎
月
第
一
水

曜
の
午
前
中
、
児
童
館
は
土
曜
日

に
活
動
し
て
い
る
た
め
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
の
機
会
と
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
の
方
に

「
学
校
休
業
期
間
で
あ
れ
ば
、
一

緒
に
活
動
す
る
こ
と
が
可
能
で
は 防護服等の対策で感染拡大防止に努めました

設
置
、
居
住
ス
ペ
ー
ス
を
分
離
す

る
た
め
の
個
室
化
の
推
進
、
ご
利

用
者
の
熱
発
等
の
際
に
居
室
で
待

機
い
た
だ
け
る
簡
易
陰
圧
装
置
の

設
置
な
ど
、
感
染
防
止
策
を
強
化

し
て
、
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
菊
浜
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
で
は
、

引
き
続
き
、
地
域
の
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
、
安
全
に

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
感
染

防
止
策
の
強
化
を
は
じ
め
、
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
利

用
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

子どもたちが懸命に作業に励んでいます。（春日野児童館）

「じどうかんだより」にエコクイズを掲載しています。（藤森竹田児童館）

な
い
か
」
と
ご
提
案
し

た
と
こ
ろ
、
了
承
を
い

た
だ
き
、
今
年
の
夏
休

み
か
ら
具
体
化
に
向
け

て
計
画
中
で
す
。

　
活
動
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
地
域
の
役

に
立
つ
こ
と
を
実
感

し
、
自
分
の
住
む
地
域

を
も
っ
と
好
き
に
な
っ

て
欲
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
と
も
、
地
域
の

方
々
と
共
に
取
り
組
め

る
活
動
を
、
積
極
的
に

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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各部署の取組を紹介します

京都市中京区壬生仙念町30-2〈四条御前西入〉
ラボール京都（公益財団法人 京都労働者総合会館）

TEL075-801-5311　

等のご利用に!

ラボール京都  ラボール京都  
ラボール京都  

ホールと中小会議室を趣味の会や会議・研修会などに
お気軽にご利用ください。

に!

ル京都  ル京都  ル京都  
四条御前通

バス停 すぐ

西院駅 徒歩
１分ララララ

貸会議室 等のご利用

ーーーール京都  ル京都  ル京都  ル京都  ル京都  ル京都  ル京都  ボボボボーーーー
貸会議室 ホール

　認知症介護基礎研修は、認知症に関する最低限の知識・技術と実践する際の考え方
を身に付けることを目的とする基礎的な研修です。無資格者の受講義務付けにより、
第１回の募集では申込者の74％が無資格者を占めました。多種の事業所、多様な経
験年数、幅広い年齢層の受講者が多くの気づきや学びを得られるよう、講義・演習資
料、教授方法の工夫や通信環境を整えオンライン研修を実施しています。

社会福祉研修・

介護実習普及
センター

しゃかいふくしけんしゅう

かいごじっしゅうふきゅう介
か い ご じ ゅ う じ し ゃ

護従事者に対
た い

する認
に ん ち し ょ う た い お う り ょ く こ う じ ょ う け ん し ゅ う

知症対応力向上研修
を実

じ っ し

施しています
ひと・まち

交流館 京都
こうりゅうかん   きょうと

『無
む し か く

資格の介
か い ご じ ゅ う じ し ゃ

護従事者の
  認
に ん ち し ょ う か い ご き そ け ん し ゅ う

知症介護基礎研修の受
じ ゅ こ う ぎ む づ

講義務付け』
令和３年度
介護報酬改定

● 自分のケアを見つめなお
す良い機会となった 
 （60代　経験５年）

● 介護の専門用語が学べ
た。 （20代　経験０カ月）

● 他の人の意見も聞けてよ
り深く学ぶことができ
た。 （30代　経験６カ月）

● 習ったはずでも忘れてし
まっていたこと、実践で
きていないことが多く
あった。 
 （20代　経験０カ月）

● 全くパソコンを触らない
ので苦労した。 
 （50代　経験１年２カ月）

● 動画を通して自分の接し
方を客観的に見ることが
できた。 
 （60代　経験８年）

受講者の介護現場経験年数（令和３年）

講義・演習内容に対する受講者の自己評価（令和３年）

人
ひ と

（安
あ ん し ん

心・安
あ ん ぜ ん

全）と環
か ん き ょ う

境にやさしい施
し せ つ

設を
目
め ざ

指します
　
昨
年
春
以
降
、
本
館
で
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
起
因
す
る
閉
館

や
施
設
の
利
用
制
限
な
ど
を
実
施

し
、
ご
利
用
者
様
に
は
大
変
ご
不

便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
会
議
室
を
利
用
さ
れ
る
団
体
役

員
の
皆
様
に
は
、
感
染
リ
ス
ク
を

減
ら
す
た
め
の
協
力
や
、
独
自
に

様
々
な
工
夫
を
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
制
限
が
解
除
さ
れ

た
後
も
、
引
き
続
き
感
染
防
止
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　市社協では、ＫＥＳの認証を受け、省エ
ネやゴミの削減をすすめています。最近で
は、災害や病気のリスクを減らすこともＫ
ＥＳにおける環境マネジメントの重要な視
点として謳われており、市社協が今年度策
定した３カ年計画では、コロナ感染対策を
行いながら、健康づくり事業や環境教育な
どの推進を掲げています。
　交流館ご利用者様には、感染対策を徹底
いただくとともに、エアコンの温度設定
や、階段使用の励行、ゴミの分別などの環
境に配慮した取組にご協力をお願いしてい
ます。

市社協の
環境マネジメント
（ＫＥＳ）の取組

新
し
い
利
用
ス
タ
イ
ル
　
感
染
対
策
の
工
夫（
例
）

今後も引き続き
ご協力を
お願いします

オンラインでの会議や研修の開催

接近と飛沫を避ける配席

●
マ
ス
ク
の
着
用

●
消
毒
水
の
使
用

●
体
調
不
良
の
方
の

　
参
加
制
限

●
密
集
の
回
避

●
大
声
の
抑
止

●
換
気
対
策

交
流
館
か
ら

感
染
対
策
の

ご
協
力
の
お
願
い

ＫＥＳとは

Kyoto = 京都
Environmental Management System  
　＝ 環境マネジメントシステム
Standard ＝ スタンダード
の略で、京都から発信された環境マネジメ
ントシステムの規格です。あらゆる事業者
を対象に「環境改善活動に参画していただ
く」ことを目的に策定されました。ステッ
プ１とステップ２の２段階のレベルがあり、
市社協では、平成24年からステップ２の認
証を受け、取組をすすめています。

0 5 10 15 20

3 カ月未満

3カ月～ 1年未満

1年～ 3年未満

３年～５年未満

5年～ 10年未満

10年以上

10代　　　20代　　　30代　　　

40代　　　50代　　　60代

（人）

ケアの工夫

コミュニケーション

ケアの基礎技術

理念や考え方

中核症状と BPSD
認知症の定義・原因疾患、

症状の理解
認知症の人を取り巻く現状

良く理解できた　　　大体理解できた　　　あまり理解できなかった

0 10 20 30 40 50（人）
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（単位：千円） ※収支差額は繰越。その他事業の詳しい内容や決算の詳細は、本会ホームページをご覧ください。

受託金収入
2,834,143
43%

受託金収入
2,834,143
43%

補助金収入
616,421
9%

補助金収入
616,421
9%

介護保険事業収入
2,249,033
34%

介護保険事業収入
2,249,033
34%

その他
889,874
14%

その他
889,874
14%

介護保険事業運営
2,789,238
42%

介護保険事業運営
2,789,238
42%

収入合計
6,589,471千円

（前年度比 240,657千円増）

収入合計
6,589,471千円

（前年度比 240,657千円増）

支出合計
6,588,400 千円
（前年度比 240,641千円増）

支出合計
6,588,400 千円
（前年度比 240,641千円増）

児童館運営
1,317,948
20%

児童館運営
1,317,948
20%市区社協事業運営

1,778,600
27%

市区社協事業運営
1,778,600
27% 老人福祉センター運営

227,184 4%

ひと・まち交流館運営
161,889 3%

長寿すこやかセンター
運営 158,554 2%

福祉ボランティア
センター運営
79,041 1%

社会福祉研修・介護実習
普及センター運営 
75,946 1%

　令和３年度は、市・区・学区社協の三層の連携と、民生委員をはじめ関係機関、団体、施設等との協働のもと
「共に生きる福祉のまち『京都』の実現」を目指し、以下の重点目標を推進します。

推進計画の着実な実行
　●  総合力とネットワークで社協らしい事業を推進
　●  地域支援と個別支援の有機的連携
　●  部署間の協働による地域の福祉力の強化

住民主体の地域福祉活動の促進
　●  ウィズコロナの中で創意工夫による継続的活動
　●  共生のまちづくりの実現

質の高い生活支援やサービス等の充実
　●  寄り添い支援と参加支援
　●  権利擁護の充実と地域福祉の拠点に

公益的使命に応える取組の推進
　●  行政や関係機関、施設等とのネットワーク
　●  地域公益取組の推進

持続可能な法人運営
　●  経費削減と財源確保による財務規律向上
　●  働き方改革への対応
　●  人材育成と定着

令和２年度 決算報告

令和３年度 事業計画
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 〒600-8127 京都市下京区西木屋町通上ノ口上る梅湊町83番地の1
（河原町五条下る東側）「ひと・まち交流館 京都」
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